
1．はじめに

神経発達症の子どもの数は近年増加している。
神経発達症は、認知機能、言語発達、運動能力、
社会的スキルなど、さまざまな形で現れ、これら
の特徴は子どもの日常生活や学習に大きな影響を
及ぼす。そのため特別なサポートが必要となる
が、こうした特別なサポートを必要とする子ども
を育てる養育者、特に母親は、一般に、高いスト
レスや育児不安、抑うつ傾向、社会的孤立といっ
た困難に直面する（Ilias et al., 2018; Rotberg et
al., 2020; Sales et al., 2004）。養育者の高いストレ
スや育児不安などの心理・行動はマルトリートメ
ント等につながることもあり、子どもの発達をさ
らに妨げる可能性があるため（Liu & Merritt,
2018）、養育者支援の必要性は非常に高い。
神経発達症の診断は必ずしも就学前になされる

わけではなく、養育者も周りの人も詳しく分から
ないまま、子どもは、他の多くの子どもたちと一
緒にこども園や幼稚園や保育園に通い、同じよう
にすることが求められる。そうした中で、養育者
はさまざまな困難や葛藤に直面している。特別な
サポートを必要とする子どもの母親の、高いスト
レスレベルや育児不安、抑うつ傾向、社会的孤立
を報告する研究は多くあるが、これらの研究の多
くは、サンプルが特定の疾患や特定地域に限定さ
れることが多く、そのため、養育者の経験する困
難の多様性を包括的に捉えきれていないように見
受けられる。また、養育者の経済的余裕や教育水
準などの属性がストレスや不安などの心理・行動
に及ぼす影響について国外では調査されているが
（Alenezi et al., 2022; Parkes et al., 2015）、国 内 で
の状況の検証は不足しているようである。教育水
準や経済的余裕は、養育者が子育て情報や教育リ
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ソースをどのように探して、どの程度理解し効果
的に活用できるかに影響を与える重要な要因であ
り、子育て支援や医療に関する情報を探し出して
解釈し、子どもの発達に適した意思決定を行う際
に違いを生み出すと想像される。さらに、特別な
サポートを必要とする子どもの養育者が経験する
心理的・社会的課題と対処戦略に関する体系的な
研究は限られており、これらの課題に対する効果
的な支援策の開発には、養育者の心理・行動の詳
細な理解が不可欠である。
そこで本研究では、特別なサポートを必要とす
る子どもの養育者の心理・行動を、特別なサポー
トを必要としない養育者の心理・行動との比較に
よって明らかにすることを目的とする。ここで
は、養育者の経済的余裕や教育水準の影響の差異
も含んで検討する。これにより、広範な社会的課
題について包括的に検討し、これを通じて、より
効果的な支援策を特定し、提案することを目指
す。
本研究では次の仮説を設定した。第一の仮説
は、特別なサポートを必要とする子どもの養育者
は、そうでない養育者に比べて、よりネガティブ
な心理・行動を示すというものである。このこと
は、既存研究においても指摘されている現象であ
り、本研究でもこれを確認する。第二の仮説は、
特別なサポートを必要とする子どもの養育者のネ
ガティブな心理・行動は、子どもの達成度はもち
ろん、経済的余裕や教育水準といった養育者の特
性によっても影響を受けるが、特別なサポートを
必要とする子どもの養育者についてこの傾向は認
められないというものである。
こうした検討のため本研究では、ベネッセ教育
総合研究所によって実施された「第 3回子育て生
活基本調査（幼児版）2008」の二次分析可能とさ
れているデータを分析する。この調査は、日本全
国の幼稚園児または保育園児を持つ養育者を対象
としており、子育てを取り巻く現状を包括的に理
解するのに適している。得られた結果は、特別な
サポートを必要とする子どもを持つ家族への個別
化された支援や情報提供策を考案するための手が
かりとなると考えられる。

2．方法

2.1．データの概要
ベネッセ教育総合研究所によって実施された

「第 3回子育て生活基本調査（幼児版）2008」を
二次分析した。調査対象者は、首都圏（東京都、
埼玉県、千葉県、神奈川県）、地方市部、地方郡
部の幼稚園児または保育園児をもつ養育者であ
り、彼らは、幼稚園または保育所を通して受け取
った質問紙に各家庭で回答した。調査実施期間は
2008年 9月から 10月であった。配布数 8,238通
に対して 6131名分が回収された（回収率 74.4

％）。このうち母親の回答のみ二次分析利用可能
であった。本研究の分析対象を、年長児の母親の
回答のうち、次に示す項目について無効回答がな
い 1949名分の回答とした。

2.2．分析対象とした質問項目
2.2.1．子どもの達成度
「トイレでの排泄や、そのあとしまつ」など 12

項目（表 1）のそれぞれについて、子どもが自分
一人でどの程度できるかをたずね、「まったく一
人ではできない」から「完全に一人でできる」の
4件法で回答を求めた。本研究ではこの項目への
回答を「子どもの達成度」と呼ぶ。他の子どもに
比べて達成度が相対的に低い場合、特別なサポー
トを必要とする場合があるとみなすことができ
る。
この項目の特徴は、第 1に、乳幼児期に発達の
遅れや偏りのある子どもを発見することを目的と
した検査であるデンバー発達判定法（日本小児保
健協会，2003）等のように、検査項目が子どもの
認知や日常生活動作に限定されておらず、後片付
けや公共の場で騒がないことといった集団生活に
関わるマナーについて尋ねるものを含めているこ
とである。そのため、項目を整理した上で分析を
進める必要があると考えられる。第 2の特徴は、
デンバー発達判定法のように訓練された判定者が
行うわけではないことである。そのため、あくま
で母親が主観的に感じている子どもの達成度とみ
なすのが適切であろう。
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2.2.2．母親の属性
母親である回答者の年齢を記述してもらった。
また、最後に通った学校（以降、最終学歴と呼
ぶ）を、「中学校まで」「高校まで」「専門学校・
各種学校まで」「短期大学まで」「四年制大学ま
で」「大学院まで」「その他」の中から回答を求め
た。
経済的ゆとりについて、「あなたの生活には経
済的にどの程度ゆとりがありますか」という質問
文で、「ゆとりがない」から「ゆとりがある」の
4件法で回答を求めた。
2.2.3．母親のネガティブな心理・行動
日頃の生活の中で、「子どもの様子をみている
と、つい不安になることがある」、「子どもの態度
にイライラする」、「子どもをよその子と比べて落
ち込む」、「子どもを感情的に叱ってしまう」、「子
どもを思わずたたいてしまう」、「子どもが話しか
けてきても相手にしない」ことのそれぞれがどれ
くらいあるかを尋ね、「ぜんぜんない」から「よ
くある」の 4件法で回答を求めた。これらの項目
は、母の育児不安やマルトリートメントなどの頻
度を全体的に測定するものであり、信頼性と妥当
性が確認された心理尺度ではないものの、母親の
ネガティブな心理や行動を全体的に反映するとみ
なすことができる。

2.3．解析方法
2.3.1．子どもの達成度の下位観点と達成度による

群分け
子どもの達成度について、「まったく一人では
できない」から順に、1から 4までとして数値化
した。12項目は、達成度の類似性によっていく
つかのまとまり（観点）に分けられると考えられ
るため、整理することとした。子どもの達成度を
示す多様な行動指標を体系的に理解するためにク
ラスター分析を採用した。12項目を回答値の類
似性によって分類するため、12項目についてそ
れぞれケース内で標準化して投入変数として、
Ward 法・平方ユークリッド距離によるクラス
ター分析を行った。結果から見出されたクラス
ターのそれぞれを観点とみなした。観点ごとの得

点の分布から判断し、観点ごとの中央値と四分位
偏差を算出することとした。
続いて、各観点の得点がおおよそ下位 10％で
ある子どもとその母親ペアを低得点群とし、それ
以外を比較のための対照群とした。低得点群に
は、全員ではないとしても、特別なサポートを必
要とするケースが含まれているとみなすことがで
きる。対照群と低得点群との間に、各観点の得点
に差があるかを調べるため、Mann-Whitney の U

検定を行った。
2.3.2．母親のタイプ分け
母親の年齢と最終学歴と経済的ゆとりによって
母親をタイプ分けするため、クラスター分析を行
った。最終学歴に関する名義尺度データをクラス
ター分析に使用するために、ダミー変数化を行っ
た。最終学歴の 7つのカテゴリーについて、6つ
のダミー変数を作成し、各回答者が特定のカテゴ
リーに属する場合はそのダミー変数に 1を、属さ
ない場合は 0を割り当てた。これにより、名義尺
度のデータを数値化し、クラスター分析での利用
を可能にした。また、経済的ゆとりについて、
「ゆとりがない」から順に、1から 4までとして
数値化した。年齢、経済的ゆとりと最終学歴のダ
ミー変数をそれぞれ標準化して投入変数として、
Ward 法・平方ユークリッド距離によるクラス
ター分析を行った。クラスター間の相違を検討す
るために 1要因分散分析を行った。
子どもが低得点群か対照群かによって、母親の
クラスターの比率が異なるかを調べるため、χ 2

検定を行った。
2.3.3．母親のネガティブ心理・行動
母親のネガティブな心理・行動の各項目につい
て、「ぜんぜんない」から順に 1から 4までとし
て数値化した。6項目は、育児不安や心理的、物
理的マルトリートメントを包括的に含んでおり、
ネガティブな心理・行動を全般的にあらわすもの
と考えられる。そのため、6項目の平均点を算出
し、母親のネガティブな心理・行動の得点とし
た。
まず、低得点群と対照群の間で、母親のネガテ
ィブな心理・行動の頻度が異なるか否かを調べる
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ために、一要因分散分析を行った。
続いて、群ごとに、母親のネガティブな心理・
行動の要因について解析した。群ごとに、母親の
ネガティブな心理・行動に母親クラスターならび
に子どもの達成度が及ぼす影響を調べるため、共
分散分析を行った。母親クラスターに関する名義
尺度データを共分散分析に使用するために、ダ
ミー変数化を行った。養育者の 4つのカテゴリー
について、3つのダミー変数を作成し、各回答者
が特定のカテゴリーに属する場合はそのダミー変
数に 1を、属さない場合は 0を割り当てた。ネガ
ティブな心理・行動について、母親クラスターダ
ミー変数を固定因子、子どもの達成度を共変量と
して、共分散分析を行った。子どもの達成度に関
する得点は、それぞれ標準化して用いた。

3．結果

3.1．回答者の属性
分析対象者は、女性 1949人（年齢 M＝35.33,

SD＝4.67）であった。最終学歴は「中学校まで」
が 30人（1.5％）、「高 校 ま で」が 724人（37.1
％）、「専門学校・各種学校まで」が 435人（22.3
％）、「短期大学まで」が 448人（23.0％）、「四年
制大学まで」が 296人（15.2％）、「大学院まで」
が 12人（0.6％）、「その他」が 4人（0.2％）であ

った。

3.2．子どもの達成度の下位観点
子どもの達成に関するクラスター分析を行った
ところ、樹形図の形状から、子どもの達成度をあ
らわす 12項目を 3観点に分けるのが適切と判断
された。表 1に各観点に含まれる項目を示す。第
1の観点は排泄や更衣であった。これらは日常生
活動作の最も基本的な部分であることから「自立
基本行動」と命名した。第 2の観点は、食事や歯
磨き、挨拶、入浴であった。このため「日常生活
動作」と命名した。第 3の観点は、「遊んだあと
の片づけ」「約束を守ること（テレビや遊ぶ時間
など）」「公共の場（電車の中など）で騒がないこ
と」のように集団生活のために必要なスキルであ
り、「集団生活マナー」と命名した。
分析対象全体について、子どもの達成度の評定
値の中央値を、観点ごとに算出したところ、自立
基本行動は完全に一人でできる状態、日常生活動
作はだいたい一人でできる状態であったが、集団
生活マナーはそれらに比べて遅れて、上位 75％
の子どもがだいたい一人でできる状態であった
（表 1）。

表 1 子どもの達成度

全体（n＝1949） 対照群（n＝1386） 低得点群（n＝563）
p

効果量
r中央値（25％-75％） 中央値（25％-75％） 中央値（25％-75％）

自立基本行動
3．トイレでの排泄や、そのあとしまつ
12．衣服を脱いだり着たりすること

4.00（3.50-4.00） 4.00（3.50-4.00） 3.50（3.00-4.00） ＜.001 −.53

日常生活動作
4．食事をこぼさず、ぎょうぎよく食べること
5．歯磨きの習慣
2．家族やまわりの人にあいさつやお礼を言うこと
6．お風呂でのからだ洗い

3.00（2.75-3.25） 3.25（3.00-3.50） 2.50（2.50-3.00） ＜.001 −.58

集団生活マナー
7．遊んだあとの片づけ
8．家事のお手伝い
10．約束を守ること（テレビや遊ぶ時間など）
11．公共の場（電車の中など）で騒がないこと
9．翌日のしたくや準備をすること
1．決まった時間に朝起きたり、夜寝たりすること

2.83（2.50-3.00） 2.83（2.67-3.17） 2.33（2.17-2.70） ＜.001 −.52

注）各項目の前の数字は質問紙上の項目順をあらわす。対照群と低得点群の比較は Mann-Whitney U test による。

長 岡 千 賀 追手門経営論集 Vol.30 No.1

― ２６ ―



3.3．子どもの達成度による群分け
3つの観点のうちいずれかにおいて得点が下位
約 12-15％に該当するケース（563人、28.9％）
を低得点群とした。具体的には、自立基本行動の
下位 13.8％、または／かつ、日常生活動作の下位
14.5％、または／かつ、集団生活マナーの下位
12.8％に該当するケースを低得点群とした。基準
としたパーセンテージは、各観点の得点の分布に
基づき、下位 10％に近く、かつ互いに近似する
ようにして決定した。それ以外のケース（1368
人、71.1％）を対照群として、2群の比較によっ
て、低得点群の特徴を明らかにする。
低得点群の内訳を表 2に示す。自立基本行動に
おいてのみ低得点な子どもは 7.4％、日常生活動
作においてのみ低得点な子どもは 6.3％、集団生
活マナーにおいてのみ低得点な子どもは 5.8％の
ように、1つの観点だけが他の子どもに比べてで
きない子どもも多く含まれた。このことは、ある
観点ができないからといって必ずしも他の観点も
できないわけではないことや、必要とするサポー

トは子どもによって異なることを意味している。
群別に、達成度の 3観点のそれぞれについて得
点を算出したところ（表 1）、低得点群と対照群
の得点は有意に異なった（Mann-Whitney の U 検
定，p＜.001）。対照群に比べて、低得点群はすべ
ての観点において達成度が低かった。

3.4．母親のクラスター
クラスター分析を行ったところ、回答者を 4ク
ラスターに分けるのが適切であると判断された。
この 4つのクラスターによって、母親の年齢、最
終学歴、経済的ゆとりは有意に異なった（表 3）。
クラスター 1は、相対的に年長で、他のクラス
ターに比べて経済的なゆとりがあり、四年制大学
卒業者が 96.1％、大学院修了者が 3.9％を占め
た。クラスター 2は、相対的に年長で、2番目に
経済的ゆとりがあり、短期大学卒業者が 100％を
占めた。クラスター 3は、相対的に年少で、2番
目に経済的ゆとりがなく、中学校卒業者が 6.5％、
専門学校・各種学校卒業者が 93.5％を占めた。
クラスター 4は、相対的に若く、他のクラスター
に比べて経済的ゆとりがなく、高校卒業者が 99.3

％を占めた。
低得点群と対照群の間で母親クラスターの比率
が異なるか否かを調べたところ、低得点群か対照
群かによる違いは認められなかった（χ 2（3）＝.89,
p＝.83，表 4）。このことは、特定の母親クラス
ターに達成度の得点が低い子どもが相対的に多い
という偏りはないということを意味している。

表 3 各母親クラスターの属性

クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3 クラスター 4
F（3, 1945） 多重比較

（Dunnett T3）M SD M SD M SD M SD

年齢 36.25 3.82 36.09 4.06 35.08 4.54 34.63 5.26 14.17** 4・3＜2・1

経済的ゆとり 2.65 0.81 2.39 0.80 2.24 0.80 2.06 0.76 45.81** 4＜3＜2＜1

最終学歴 四年制大学 96.1％
大学院 3.9％

短期大学 100.0％ 中学校 6.5％、
専門学校・
各種学校 93.5％

高校 99.3％、
そのほか 0.5％

注）**p＜.01

表 2 対照群と低得点群

群 人数
（人） 割合

対照群 1386 71.11％

低得点群
以下、内訳

自立基本行動が低得点
日常生活動作が低得点
集団生活マナーが低得点

自立基本行動と日常生活動作が低得点
自立基本行動と集団生活マナーが低得点
自立基本行動と集団生活マナーが低得点

すべて低得点

563

145
123
113
45
23
58
56

28.89％

7.44％
6.31％
5.80％
2.31％
1.18％
2.98％
2.87％
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3.5．母親のネガティブな心理・行動に及ぼす影
響

3.5.1．低得点群と対照群の比較
母親のネガティブな心理・行動について群を要
因とした一要因分散分析の結果、群の主効果が有
意であったが効果量は小さかった（F（1, 1848）＝
85.6, p＜.001, η 2＝.04）。低得点群は、対照群に比
べて、母親のネガティブな心理・行動が強いこと
が示されたが（表 5）、低得点群であっても母親
のネガティブな心理・行動の程度は低く「あまり
ない」から「時々ある」の間であることにも注意
が必要である。
3.5.2．群別の共分散分析
対照群に関して、母親のネガティブな心理・行
動についての共分散分析の結果、母親クラスター
1と 2をあらわす 2つのダミー変数の主効果が有

意であった（表 6）。母親がクラスター 1または 2

であることによって母親のネガティブな心理・行
動は軽減した。
また、結果は、子どもの達成度のうち子どもの
集団生活マナーの達成度の主効果は有意であり、
子どもの集団生活マナーの達成度が高いほど、母
親のネガティブな心理・行動は軽減することを示
した。一方、自立基本行動と日常生活動作の主効
果は有意ではあるが、係数は小さいことから母親
のネガティブな心理・行動への影響は小さいと解
釈された。
一方、低得点群に関する共分散分析の結果、対
照群と異なり、母親クラスターの主効果は有意で
はなかった（表 7）。また、子どもの達成度のう
ち集団生活マナーの達成度の主効果だけが有意
で、係数も相対的に大きく、このほかの行動、動

表 4 対照／低得点群×母親クラスターのクロス集計表

母親
合計

クラスター 1 クラスター 2 クラスター 3 クラスター 4

対照群 度数
割合（％）

225
16％

314
23％

327
24％

520
38％

1386
100％

低得点群 度数
割合（％）

83
15％

133
24％

138
25％

209
37％

563
100％

全体 度数
割合（％）

308
16％

447
23％

465
24％

729
37％

1949
100％

注）調整済み標準化残差が絶対値 1.96以上（p＜.05）のセルは認められなかった。

表 5 群ごとの母親のネガティブ心理・行動

対照群（n＝1386） 低得点群（n＝563）
F（1, 1848） p

M SD M SD

母親のネガティブ
心理・行動 2.43 0.01 2.67 0.49 85.58 ＜.001

表 6 対照群における共分散分析の結果

説明変数 F p β 推定平均値（固定因子の場合）

固定因子
母クラスター 1ダミー
母クラスター 2ダミー
母クラスター 3ダミー

7.75
5.92
0.37

＜.01
＜.05
.54

−.11
−.09
.02

非該当；2.43，該当；2.32
非該当；2.42，該当；2.33
非該当；2.37，該当；2.39

共変量
自立基本行動
日常生活動作
集団生活マナー

1.28
1.42
3.92

＜.05
＜.05
＜.001

.03
−.04
−.06
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作の達成度の影響は認められなかった。子どもの
集団生活マナーの達成度が高いほど、母親のネガ
ティブ心理・行動が軽減することが示されたが、
この点だけは対照群と同じ結果である。

4．考察

4.1．自立基本行動、日常生活動作、集団生活マ
ナー：幼児の達成の 3観点

本調査で扱われた子どもの達成は、排泄や更衣
などの自立基本行動、食事や入浴といった日常生
活動作、そして公共の場で騒がないことなどを含
む集団生活マナーの 3つの観点に分類できること
が結果から示された。さらに、幼児期の発達とし
て、最初に自立基本行動が、次に日常生活動作
が、そして集団生活マナーが発達するという順序
で進むことを示した。
自立基本行動と日常生活動作については、デン
バー発達判定法においても類似の項目があり日本
でも大規模なデータが収集されている。本調査は
デンバー発達判定法と評価内容にわずかな違いが
あるため直接比較はできないが、本調査における
自立基本行動と日常生活動作がおおよそこの順序
で達成されることはデンバー発達判定法による
データと矛盾しない。
また、集団生活マナーの観点が本結果において
見出されたことは興味深い。この観点に含まれる
「片づけ」や「公共の場で騒がないこと」、「した
くや準備」は、神経発達症児の困りごととしてあ
げられることが多い。従来研究においてこの領域
を含めて測定して包括的に検討されている例は少
なく、本研究において重要な洞察を提供する可能

性がある。しかしながら、この観点には特に注意
が必要である。自立基本行動や日常生活動作に比
べて、集団生活マナーはその達成度が家庭環境に
大きく依存するため、客観性が低下しやすい。例
えば、子どもに家事を手伝わせるかどうか、後片
付けを求めるかどうか、公共の場に出かけるかど
うかは家庭によって大きく異なり、これが母親の
回答に影響を与える可能性がある。「私には時間
がないから、子ども一人で翌日のしたくや準備を
しておいてほしい」などの母親の要求や、「5歳
ならこうであるはず」、「こうあってほしい」とい
った、母親の期待や理想、そしてそれらと現実と
のずれが回答値に反映されることは避けられな
い。これ以降の考察にて慎重に考えることとす
る。

4.2．母親の教育水準と経済的余裕の影響
本研究では、子どもの達成度の得点が低い群
を、特別なサポートを必要とするグループとみな
して分析した。本研究における低得点群は、他の
子どもに比べて相対的に発達が遅れており、その
ため就学後などに特別なサポートを必要とする可
能性が相対的に高い子どもを含んでいるため、子
どもの達成度の得点に基づくアプローチは有効で
あると考えられる。
まず結果は、子どもが特別なサポートを必要と
するか否かは、母親の最終学歴や経済的ゆとりに
よって何ら変わらないことを示した。特別なサ
ポートを必要とする子どもは、母親の教育水準や
経済的余裕に偏りなく生まれていることを意味し
ている。
また、低得点群と対照群の間で母親のネガティ

表 7 低得点群における共分散分析の結果

説明変数 F p β 推定平均値（固定因子の場合）

固定因子
母クラスター 1ダミー
母クラスター 2ダミー
母クラスター 3ダミー

0.32
0.16
0.14

.57

.68

.71

.03

.02
−.02

非該当；2.66，該当；2.70
非該当；2.67，該当；2.69
非該当；2.69，該当；2.67

共変量
自立基本行動
日常生活動作
集団生活マナー

0.43
0.46
6.55

.17

.16
＜.001

−.03
−.03
−.11
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ブな心理・行動が異なることも明らかになった。
第 1に、実際の影響は限定的であるが、対照群に
比べて低得点群は母親のネガティブな心理・行動
が多いことが示された。これは、知的発達症児の
養育者を対象とした先行研究（Baker et al., 2003）
の知見と矛盾しない。
第 2に、母親の最終学歴が高く経済的ゆとりが
あることは、対照群では、ネガティブな心理・行
動を軽減するが、低得点群では、有意な影響が認
められないことが結果から示された。対照群にお
いては、教育水準が高いことや経済的余裕がある
ことは、心理的な安定をもたらすとする先行研究
と一致する結果であった。しかし、これらのプラ
スの効果は対照群に限られ、低得点群では認めら
れなかった。この理由として、まず考えられるの
は、低得点群の子どもの養育が、その他の要因を
上回るストレス要因となっている可能性である。
しかし、低得点群の母親のネガティブな心理・行
動の頻度についての回答は「ほとんどない」であ
り回答の値は絶対的には低いことから、他の要因
が関与していると考えられる。
これについて検討するため、2008年の本調査
の実施当時の社会的背景を考慮する必要がありそ
うだ。当時は「特別支援教育」という言葉が普及
し始めたばかりであり、子どもの発達の多様性や
特別なサポートを必要とする家族への情報提供や
支援が一般市民に届く程度には至っていなかっ
た。こうした中でも、対照群、すなわち特別なサ
ポートを必要としない場合は、対照群の子育てに
必要な情報や支援制度、機会が提供されていたた
め、教育水準が高く経済的余裕がある母親ほど、
子育てのための適切な情報を探し出して解釈し、
子どもの発達に適した支援制度や機会を利用した
りしやすく、支援を得られたために、ネガティブ
な心理・行動は軽くなったと考えられる。一方、
低得点群においては、情報と支援の不足のため、
一様に情報や支援が得られず、教育水準や経済的
余裕が母親のネガティブな心理・行動に及ぼす影
響は生じなかったと推察される。このことは、特
別なサポートを必要とする子どもを持つ家族が適
切な支援を受けるために、情報提供の質をどれだ

け高めるかが極めで重要であることを強調してい
る。

4.3．子どもの達成度の影響
本結果はさらに、低得点群と対照群に共通し
て、子どもの集団生活マナーに関する達成度は、
母親のネガティブな心理・行動に大きく影響し、
母親のネガティブな心理・行動を軽減させること
を示した。上述のとおり、母親のネガティブな心
理・行動の回答値は、母親の要求や、期待、理
想、そしてそれらと現実とのずれが回答値に反映
されることは避けられない。したがって、以上の
結果から、母親の要求や期待、理想が過剰である
ことは、母親のネガティブな心理・行動が増大さ
せる要因となり得ると考えられる。
また、低得点群は対照群に比べて、子どもの自
立基本行動と日常生活動作の得点が低かったが、
低得点群においてこれらの行動、動作が母親のネ
ガティブな心理・行動に与える影響は認められな
かった。子どもの集団生活マナーのできなさへの
対応の困難さとは対照的に、自立基本行動と日常
生活動作のできなさは、例えば紙おむつ、補助箸
のような補助具を使うことで一時的に対処でき
る。このため、低得点群において、子どもの自立
基本行動と日常生活動作が母親の心理・行動に与
える直接的な影響が小さかったと推察される。
以上のことから、母親が、子どもの発達、特に
集団生活マナーの達成には、個人差が大きいと理
解し、子どもの多様な発達を尊重することの必要
性が示唆される。また、母親の要求や期待などが
過剰なことは母親自身のネガティブな心理・行動
を増大させるだけでなく、それによって子どもの
発達を妨げる可能性がある。このため、母親ばか
りでなく、父親はもちろん、地域社会や保育、教
育機関のスタッフも、子どもの多様性に関する情
報を理解し、子どもに合った適切なサポートの提
供に努めることが重要である。近年、個別化され
た支援に関する研究は増加しており、これらの知
見を活用して養育者に適切に届けることによっ
て、すべての養育者が安心して適切な支援につな
がることができる環境を整えることが望まれる。
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4.4．本研究の社会的意義と今後の展開
これまで見てきたように、特別なサポートを必
要とする子どもの母親のネガティブな心理・行動
は、教育水準や経済的余裕によって変わることは
なく、子どもの集団生活マナーのできなさを要因
として増大することが、結果から明らかになっ
た。このことは、調査時当時の人びとが直面して
いた課題を浮き彫りにしている。この課題への対
策として、まずは、子どもの発達の多様性につい
ての知見や、特別なサポートを必要とする家族へ
の情報提供や支援が、母親を含む養育者はもとよ
り、地域社会や子育て支援のスタッフに確実に届
くように社会的環境が整えられる必要があると考
えられる。これには、子どもへの過剰な期待や要
求の危なさを伝えることも含まれている。子育て
に関わる大人の教育水準や経済的余裕にかかわら
ず、これらの情報が行き渡ることが求められる。
このことは、特別なサポートを必要とする子ども
の家族だけでなく、すべての養育者が対象となる
包括的な情報提供システムの必要性を示唆してい
る。
最後に、本研究の課題について議論したい。第

1に、子どもの達成度が妥当性のある方法で測定
されているわけではないため、これが信頼性と妥
当性の観点から限界を持つ可能性がある。第 2

に、本研究は 2008年に実施された調査データに
基づいたものであり、現在の状況が明らかにでき
るわけではないことである。また、母親の回答に
限定されていたことも 1つの制約であろう。現在
の状況を反映したデータを用いた解析が今後の課
題である。
今後の研究では、子どもの達成度を客観的かつ
定量的に評価する方法を用いて、より最近のデー
タを収集して分析することが求められる。また、
特別なサポートを必要とする子どもを持つ家族へ
の支援策に関して、文化的、地域的な差異を考慮
した多角的なアプローチが必要と考えられる。こ
れにより、より効果的で包括的な地域に根づいた
支援プログラムの開発が期待される。
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Mental and Behavioral Patterns in Parents of Children
Requiring Special Support:

An Empirical Study on the Effects of
Economic Affluence and Educational Level

Chika NAGAOKA

Abstract

The purpose of this study was to identify the psychological and behavioral characteristics, such as parenting

anxiety and stress, of mothers of children who require special support, in comparison to mothers of children

who do not need such support. The study conducted a secondary analysis of data from the “Third basic survey

on childrearing life (preschool children edition) 2008” conducted by Benesse Educational Research and Devel-

opment Institute. The findings revealed that mothers of children requiring special support exhibit more negative

psychological and behavioral patterns than those of children who do not. Unlike the latter group, the influence

of educational level and economic affluence was not observed. Additionally, it was found that the negative psy-

chological and behavioral patterns of mothers of children requiring special support are exacerbated by their

children’s inability to manage group living manners. Based on these findings, the study discusses the impor-

tance of ensuring that information concerning the diversity of child development and the perils of excessive ex-

pectations for children reaches all caregivers and parenting supporters effectively.

【Key words】Neurodevelopmental disorders, Parental anxiety, Maltreatment, Parenting support
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